
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども支援センター(発達支援)「マーガレット」に 

お気軽にご相談ください 

会話になりにくい 
 

ことばの遅れや吃音

などが心配 

落ちつきがなく 

先生の指示に従えない 

視線が合いにくい 
 
他の子どもやおもちゃに

興味がない 

病院以外で発達のことを

相談したい 

遊びのルールが分からず 

お友達とうまく遊べない 

はしやスプーンが 

うまく使えない 

  対象年齢 内容 

相談支援 18 歳未満 
・相談 

・親子教室（未就学児） 

通所支援 

(H29.4～) 

概
おおむ

ね２歳半以降

の未就学児 

児童福祉法の児童発達

支援（個別･集団）など 

地域支援 
保育園・幼稚園や市民を対象に、巡回支援

や家族支援、研修・啓発を行います。 

 

心理士､言語聴覚士､作業療法士､医師（非常勤）などの 

専門スタッフがお一人おひとりのご相談に 

丁寧に対応いたします。 

 

●●● 相談内容の例 ●●● 

まずはお電話でどのようなご相談かお聞きしています。 

かんしゃくをよ

くおこす 

〇相談のほか通所支援や地域支援

も行っています。 

〇土･日･祝日も開館しています。 

 （水曜定休） 

 

 

 



ご利用に関するＱ＆Ａ 

医師の相談を受けられますか？ 

相談の流れとして、専門スタッフが相談を行うなかで、必要に応じて

医師相談（月 4 回）をご案内していますので、お気軽にスタッフにお申し

出ください。医療機関ではありませんので診断はできませんが、発達に関す

る様々な助言をいたします（無料）。 

 

どのような通所支援を行っていますか？ 

個々のお子さまの特性に応じた支援計画を立て、1 回 2 時間程度でコ

ミュニケーションや集団生活等に関する支援を個別又は小集団で行います。

児童福祉法に基づく利用者負担額（1 回あたり 600 円程度：負担上限月額

あり）があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地  所沢市泉町 1861-1 こどもと福祉の未来館 2 階 

電  話 ２９２２－２１１８ 

開館時間 ９時～１８時 

こども支援センター(発達支援)では、発達障害に

関する早期からの相談や子どもの特性に応じた通

所支援を行っています。 

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所

の研究事業と連携して事業を運営しています。 

こども支援センター(発達支援) 

「マーガレット」 

マーガレットの花言葉は 

｢信頼｣｢真実の愛｣｢思いやり｣ 

親子に寄り添うイメージの愛称です 

 
 

Ｑ 

Ａ 

Ｑ 

Ａ 

水曜定休／土･日･祝開館 


